
■決算状況

交付金配分枠 10,227,000 円

交付金決算額 10,227,000 円

その他収入    16,278 円

100.0%

各分野の決算

①協議会運営 4,024,727 円

②地域振興 1,522,654 円

③地域福祉 741,256 円

④安心・安全 412,683 円

⑤環境づくり(土木工事） 3,254,000 円

⑤環境づくり(その他） 137,405 円

⑥地域個性創出 150,553 円

決算総額 10,243,278 円

■地域づくりの活動方針（テーマ）

■総括

■分野別事業名

① 協議会運営

② 地域振興

③ 地域福祉

④ 安心・安全

⑤ 環境づくり

⑥ 地域個性創出

■重点的に取り組んだ事業

土木工事（法定外公共物等）、環境美化活動、湯田中ＶＳ活動、湯田小PTA環境整備
活動、環境啓発活動

郷土の歴史文化の活用、行事用備品等整備

防災活動の推進、総合避難訓練＆ふれあい安心安全フェスタ、地域安全に向けた活
動、地域見守り活動、反射鏡設置等補助事業

　交付金決算額／配分額    

湯田地区コミュニティ運営協議会　地域づくり交付金事業概要（令和３年度）

第３次湯田地域づくり計画の初年度でしたが、昨年新型コロナウィルス感染拡大防止の観点からやむを得ず
中止とした各分野の事業を少しずつ形を変えながらも実施することができました。特に、湯田地域の３大イベ
ントである「大運動会」「ふれあい安心安全フェスタ」「ふるさとまつり」についてはコロナ対策を十分行いなが
ら、各団体の協力のもと開催に繋げていけたことはこれからの地域の活性化に向け、大きなプラス材料になっ
たと思っています。今後も地域の生活課題の解決に向け、より充実したものにしていきながら事業を継続して
いかなければならないことを実感するとともに、事業を運営していくための主体となる地域づくり協議会の重要
性も改めて感じさせられました。

「住み良さを未来へ繋ぐ湯田のまち」をキャツチフレーズに、第３次地域づくり計画の初年度であり、その計画
の実践を通じて、より一層住み良いまちづくりを推進していきます。

事務局の運営体制

広報活動、地域づくり活動、交流事業の推進、地域スポーツの振興

高齢者福祉事業、要援護者支援事業、子どもの居場所づくり、子ども福祉事業、人権
学習の推進

■地域の情報

地域人口 12,899人 自治会数 15

世帯数 6,214世帯 自治会加入率 72.5%

※数値は、令和4年4月1日のもの
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事業名
交流事業の推進(第56回湯田地区町内親睦
大運動会)

決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名 防災・減災活動等への推進事業 決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

事業名
交流事業の推進(第３２回湯田ふるさとまつ
り)

決算額

目的

実施内容

実施時期

参加人数

成果

評価

今後に向けて

今後においても、継続事業として進めていきたいと思います。

５２８，４５０円

コロナ禍での避難所での対応やセンターの防災備品の確認、組み立て方が分かっ
て研修の効果がありました。

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、各町内会よりエントリー方式で選手を選
出し、検温・消毒・マスクやリストバンドの着用を徹底しながら、午前中のみといった
規模を縮小した形となりましたが、地域の親睦を十分はかることができました。

　　　４２３，８２０円

６９５名

各町内会対抗での大運動会

コロナの影響により、安心安全フェスタを地域防災研修会に置き換えて開催しまし
た。大規模災害に備えた避難所設営の体験などを行うことで、地域防災に対してよ
り関心を深めることができました。

今後も、安心安全なまちづくりに向け事業を展開していきたいと思います。

③

地域団体の学習発表及び地域住民の交流を図ること。

入口や各所にコロナウィルス感染予防対策を施した中での開催でしたが、まずまず
の天候にもかかわらず子どもを初め多くの参加者がありました。

新型コロナウィルス感染拡大防止のため、やむを得ず中止としていましたふるさとま
つりを２年ぶりに開催しました。地域住民手作りのまつりということもあり、地域全体
が一体となって活気あふれたイベントとなりました。

今後においても、良い雰囲気を保ったまま継続事業として進めていきたいと思いま
す。

第３２回湯田ふるさとまつり

令和３年１０月１７日

約１３００名

コロナウィルスの感染予防対策を施した上で、競技種目も少なく、来場者も事前登
録による参加者だけでしたが、充実した運動会になりました。

②

安心・安全に対する意識の高揚を図ること

令和３年９月２６日(日)

８０名程度

　　１７３，６８３円

コロナ対策をしながら①新型コロナウィルス感染症を踏まえた災害時の避難につい
て　②湯田地域交流センターが避難所となった際の対応について　③湯田地域交
流センターに備えてある防災備品　④防災備品を使って避難所の再現について研
修を湯田地域全体で行いました。各町内会長はじめ防災担当者、社会福祉協議会
等「湯田地区防災研修会」として防災研修主体で実施しました。

①

地域内での親睦・交流を深めるとともに、健康づくりの推進を図ること

令和３年５月９日（日）


